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川上 則雄
を始めたこと､グチをこぼしあったこと､そして一年前の手術のこと0
年が明けてからは､自然にまかせて生きると決心されました｡ もちろん､これは現代医
学では余命幾ば くもないことを意味していました｡ 家族を残して一人この世を去らなけ
ればならない無念さは､想像を絶するものがあったと思います｡また彼と同じくらい､ご
家族の不安と悲しみも深かったことと思います｡特に､お子さん達に病気のことを告げず
に､ぎりぎりまで頑張ってこられた奥様の心労には計 り知れないものがあったはずです｡
このような状況であったにもかかわらず､梁さんは情熱をもって研究を続けました｡4月
に筑波大学に立ち寄ったとき､かなり咳き込んでいましたが､まだ計算をしていました｡
6月には､もう自宅で床に臥せっていましたが､依然として冗談を連発していました｡ 出
会った頃と同じ調子の明るさでした｡自分の運命をあるがままに受け入れ､なげやりにな
ることもなく､静かにかつ力強く生きられました｡このように､最期まで思いどおりに人
生を全うできたことには､ご家族からの大きなサポートとそれに村する絶対的な信頼が
あったのだと思います｡
6 エピローグ
ここに綴ったエピソードは､染さんの豊かだった人生のほんの1ページにすぎません｡
でも､彼の物理に対するひたむきさ､厳しさ､そしてそれを包み込むような明るさが､こ
この話から少しでも伝われば幸いです｡
梁さんの歩んできた道のりは決して平坦なものではなかったはずです｡幼少時の病気の
ため片脚が少し不自由でしたが､そのことを周りに忘れさせるくらい元気でした｡国籍の
違いによる困難もあったことと思います｡そして､これらの悩みは決して簡単なものでは
なかったはずです｡でも､彼にはそれを跳ね返すだけの明るさと強さがありました｡穏や
かさの中に秘めた本当の強さでした｡
亡 くなるまで､ずっと物理を愛した人でした｡それ以上に家族のことを思い続けてい
ました｡ 梁さんが亡くなられたことへの､ご家族の悲しみはつきないことと思います｡で
も､ご家族の方々にも我々にも､彼はいつもの口調で天国からメッセージを送っていると
思います ｢悲しんでぽっかりじゃ駄目じゃん｡ 好きなこと､気合いれてやろうよ!｣｡ご家
族の方々は､この悲しみを乗り越えきっと強く生きていかれることと､確信しています｡
私自身も､物理をこよなく愛する研究者と出会えたことを誇 りに思い､これからも物理
を､そして研究生活を彼の分まで楽しもうと思っています｡
心からご冥福をお祈 りいたします｡
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